
 

 

活動完了報告 

「愛媛県南予地区におけるピアノ・リサイタルの開催」活動助成 

（中原豪志） 

≪報告および成果≫ 

報告者は、下記の通り演奏会を実施した。 

【公演名】中原豪志 ピアノ・リサイタル ～ピアノで紡ぐ音楽家同士のつながり～ 

【日時】2024年 11月 24日（日）14時開演 

【会場】愛媛県八幡浜市：八幡浜市民文化活動センター Comican 忠八ホール 

 

本公演では、スタッフを除き 170 名の来場者に足を運んでいただき、当初想定していたよりも多くのお客様の

前で演奏を披露することができた。プログラムでは、編曲作品や変奏曲を中心に据えつつも、馴染みのある作品を

取り入れ、曲同士の（直接的／間接的な）結びつきを意識していただけるように心掛けた。そのため、約 80 分の

演奏プログラムではあったが、聴衆が途中で抜けるようなことはなく、終始真剣に、温かく聴いていただけた。 

また、報告者の研究テーマであるラフマーニノフ作品（《コレッリの主題による変奏曲》Op. 42）は長尺であった

ものの、曲間の取り方や曲ごとの演奏時間の差を生かすことによって、クラシックに馴染みのない方にも少しでもリ

ラックスして聴いていただくように工夫し、その点が反映されたのではないかと考える。また、曲目解説においても

なるべく専門用語を並べ立てずに、分かりやすく学びのあるものを目指して作成した。 

今回、数値目標 42 名としていた高校生以下の来場者は半数の 21 名であったことは課題である。しかしなが

ら、最年少は 1歳から最高齢は 80代後半まで幅広い年齢層の方に来ていただいたことは大きな成果と言えるだ

ろう。また、地元住民のみならず、市外からも多くの方に来ていただいた。本公演を実施できたこと、成果をもたらす

ことができたことは、報告者の今後の演奏活動にとって大きな糧となることだろう。 

 

≪今後の課題≫ 

研究分野に関して、演奏家としてどのように音楽を伝えていくかという点はまだまだ模索していかなければなら

ない。やはり、演奏する瞬間は、研究者の視点や立場から少し離れる姿勢も必要になってくるのではないかと感じ

た。演奏に向かうアプローチとしての研究の在り方については、術科研究者としての報告者の課題である。 

今回、教育委員会などに後援に入っていただき、各学校にチラシの配布を行ったものの、高校生以下の来場者

が少なかった。公演日に、同地で参観授業が行われていたり、隣市では駅伝大会が行われていたりと地域行事が

重なっていたことも要因かと思われる。日程に関しては、事前に関係各所に諮問することが重要である。 

また、公演後のアンケートを実施することができなかったことも悔いが残る。終演後にお客様との直接のやりとり

はあったが、アンケートによるフィードバックを通して今後の演奏、企画に役立てることが必要である。 

 

≪その他≫ 

貴財団のご助成を賜ることでピアノ・リサイタルを開催でき、多くのお客様にお出ましいただいたことに何よりも

まず、感謝の意を表したい。演奏者個人としての課題は多く残されているが、今後も報告者の地元愛媛県、四国で

演奏を行い、広く芸術文化の振興に役立っていけるように活動を続けていくための礎になったと感じている。 

なお、想定していたよりも来場者が多かったため収入が多く発生した。賛同を得られた方のチケット売り上げの

うち 20％を、地元で建設予定の音楽ホール（大洲市民文化会館）の建設資金として寄附させていただいた。申請

段階では考えていなかったが、地域における音楽文化の発展のために、どうかご理解・ご容赦いただきたい。 

 



 

 

〈チラシ〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

〈プログラムノート〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

〈記録映像〉 

公演の様子を手持ちのビデオカメラで撮影したもの（5分ほどにカット）です。 

https://youtu.be/HbV1kDuPmlo 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


